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農業は機械化され、街はコンクリートジャングルになっ
たけれど「田んぼ」の風景は、今も昔も変わらない。
もしも土のにおいが、ふるさとや友だちの思い出をつな
ぎとめるなら、君たちには土のにおいをいつまでも忘れ
ないでいてほしい。（写真は18年続く札幌市立西岡北小
との農業交流 5/18)

新篠津村議会議員　新体制スタート（第20期）



①

竹
村 

清
一１回

①
拓
新　
②
昭
和
50
年
10
月
29
日　
③
47
歳　
④
農
業

⑤
無
所
属　
⑥
真
剣
勝
負

⑦
温
泉　
ス
ポ
ー
ツ

⑧
農
業
の
振
興
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
を
目

指
し
て
住
民
の
皆
様
の
思
い
に
応
え
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

③

大
塚 

裕
樹３回

①
中
原　
②
昭
和
48
年
４
月
18
日　
③
50
歳　
④
農
業

⑤
無
所
属　
⑥
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
！
チ
ャ
ン
ス
は
ピ
ン
チ
な
顔
を
し

て
や
っ
て
く
る
。

⑦
農
業
視
察　
温
泉
好
き

⑧
農
業
や
商
工
業
の
方
々
の
所
得
向
上
、
安
心
し
て
住
め
る
福
祉
の
充

実
、
全
道
一
安
心
安
全
な
学
校
給
食
へ
「
挑
戦
・
努
力
・
実
現
」
で
一
生

懸
命
頑
張
り
ま
す
。

②

高
橋 

隆
光２回

①
あ
け
ぼ
の　
②
昭
和
32
年
２
月
８
日　
③
66
歳　
④
無
職

⑤
無
所
属　
⑥
人
に
や
さ
し
く
、
自
分
に
厳
し
く
。

⑦
新
篠
津
村
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
。
ギ
タ
ー　
ゴ
ル
フ

⑧
１
人
ひ
と
り
の
「
こ
ま
っ
た
」
を
「
よ
か
っ
た
」
に
変
え
て
行
く

新
篠
津
村
を
目
指
し
ま
す
。

④

林　

 

和
彦２回

①
中
篠
津　
②
昭
和
40
年
７
月
14
日　
③
57
歳　
④
農
業

⑤
無
所
属　
⑥
真
実
一
路　
⑦
ス
ポ
ー
ツ
鑑
賞

⑧
安
心
で
安
全
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で

こ
の
村
で
暮
ら
し
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
、
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

よこがお
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新
篠
津
村
議
会

の
議
員
の
定
数
を

定
め
る
条
例（
平
成

12
年
条
例
第
19
号
）

に
よ
り
、
新
篠
津

村
議
会
議
員
の
定

数
は
８
名
で
す
が
、

今
選
挙
で
１
名
欠

員
と
な
り
ま
し
た
。

　

よ
っ
て
、
議
席

番
号
⑥
番
は
欠
番

と
な
り
ま
す
。

４年間よろしくお願いいたします！



⑤

北
川 

哲
也１回

①
萌
出　
②
昭
和
46
年
2
月
23
日　
③
52
歳　
④
会
社
役
員

⑤
無
所
属　
⑥
あ
り
が
と
う
。
感
謝
。

⑦
洗
車　
庭
い
じ
り　
時
々
ゴ
ル
フ

⑧
商
工
業
の
振
興
と
賑
わ
い
あ
る
街
づ
く
り
に
努
め
、
ま
た
来
た
い
・

住
ん
で
み
た
い
と
思
え
る
村
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。

⑦

南
部 

隆
志３回

①
新
湧　
②
昭
和
36
年
6
月
30
日　
③
61
歳　
④
農
業

⑤
無
所
属　
⑥
青
年
は
良
き
批
判
者
で
あ
れ
、
良
き
実
行
者
と
な
れ
。

⑦
無
芸
大
食
で
す
が
、
他
人
の
話
を
聞
く
こ
と
。

⑧
２
期
６
年
の
実
績
で
の
活
動
を
活
か
し
て
、
村
民
目
線
で
の
活
動
を

行
い
、
少
し
で
も
新
篠
津
の
住
民
で
良
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
様
に
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
。

⑧

山
元 　
栄３回

①
黎
明　
②
昭
和
31
年
２
月
10
日　
③
67
歳　
④
農
業

⑤
無
所
属　
⑥
感
謝　
徳
は
孤
な
ら
ず
必
ず
隣
あ
り

⑦
読
書　
雑
文
を
書
く
こ
と
⑧
協
働
の
力
を
発
揮
し
て
農
業
・
農
村
環

境
を
堅
持
す
る
。
村
に
活
気
を
取
り
戻
す
商
工
業
の
振
興
・
発
展
。
ふ

る
さ
と
を
愛
し
、
心
豊
か
な
人
を
育
て
る
教
育
の
充
実
。
共
に
た
た
え

あ
い
・
助
け
あ
い
・
学
び
あ
い
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く

り
を
目
指
し
、
３
期
目
に
向
か
い
努
力
い
た
し
ま
す
。

※
写
真
右
上
の
数
字
は

議
席
番
号
、
氏
名
、
当

選
回
数

①
住
所　
②
生
年
月
日

③
年
齢　
④
職
業 

⑤
所
属
党
派 

⑥
好
き
な
言
葉

⑦
趣
味
・
特
技

⑧
議
員
と
し
て
の
抱
負

議員の
Shinshinotsu  Village  Assembly  Information

議会通信しんしのつ　No.13133



吹
く
風
に
も
初
夏
の
さ
わ
や

か
さ
を
感
じ
る
季
節
を
迎
え
、

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
益
々
ご
清
勝
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

加
え
て
、
日
頃
よ
り
議
会
運

営
に
対
し
ま
し
て
格
段
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
こ
の
度
の
議
会
議
員
改

選
に
あ
た
り
、
５
月
12
日
に
開

か
れ
ま
し
た
臨
時
議
会
に
お
き

ま
し
て
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を

受
け
村
議
会
議
長
の
職
に
就
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
は
身
に
余
る
光
栄

と
存
じ
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

そ
の
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
が
致
し
ま
す
。

す
で
に
ご
承
知
の
ほ
ど
、
こ

の
度
の
改
選
に
お
き
ま
し
て
は

無
投
票
当
選
に
加
え
て
、
議
員

定
数
８
名
の
と
こ
ろ
１
名
の
欠

員
が
生
じ
る
７
名
の
議
員
に
よ

る
議
会
体
制
の
発
足
と
な
り
ま

し
た
。
よ
っ
て
議
会
運
営
上
、

大
き
な
支
障
と
な
る
こ
と
は
十

分
予
想
さ
れ
ま
す
。

「
ま
ず
隗
（
か
い
）
よ
り
始
め

よ
」
の
例
え
の
ご
と
く
、
村
民

の
皆
様
方
の
付
託
に
答
え
る
た

め
議
員
各
位
が
研
鑚
を
深
め
、

相
互
の
連
携
を
保
ち
、協
調
力
・

実
行
力
を
持
っ
て
、
こ
の
難
局

に
挑
み
乗
り
越
え
て
ゆ
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

本
年
は
本
村
に
と
っ
て
「
ま

ち
づ
く
り
総
合
計
画
」
の
後
期

４
年
の
ス
タ
ー
ト
の
年
に
あ
た

り
ま
す
。

全
国
的
な
課
題
で
も
あ
る

「
人
口
減
少
」「
少
子
高
齢
化
社

会
」
に
直
面
す
る
さ
な
か
、
村

の
現
状
を
認
識
し
、
次
代
を
見

極
め
な
が
ら
、
描
き
う
る
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
に
向
か
い
着
実
に
実

践
し
う
る
こ
と
の
重
要
性
を
考

え
ま
す
。

「
多
難
な
時
代
を
好
機
と
す

べ
く
」、
議
会
の
持
つ
本
来
の
役

割
・
機
能
を
踏
襲
し
な
が
ら
、時

に
村
と
の
両
輪
と
な
っ
て
、
本

村
発
展
に
寄
与
す
る
議
会
を
目

指
し
た
い
と
考
え
る
所
存
で
す
。

斯
く
申
し
上
げ
な
が
ら
、
私

こ
と
非
才
に
し
て
、
経
験
乏
し

き
未
熟
者
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
も
村
は
じ
め

村
内
外
各
関
係
機
関
・
団
体
等

と
連
携
を
深
め
、
何
よ
り
議
員

各
位
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が

ら
「
信
頼
と
魅
力
あ
る
議
会
づ

く
り
」
に
誠
心
努
力
し
て
ゆ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
。

村
民
の
皆
様
方
の
尚
一
層
の

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
議
長
就
任
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

議長に山元　栄議員
　　　副議長に南部　隆志議員を選出
議長に山元　栄議員
　　　副議長に南部　隆志議員を選出

　
任
期
満
了
に
伴
う
改
選
後
初
め
て
の
議
会（
令
和
５
年
第
１
回
村
議
会
臨
時
会
）が
５
月
12
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
の
構
成
に
係
る
初
議
会
の
た
め
、
議
長
が
決
ま
る
ま
で
の
間
、
出
席
議
員
の
中
で
最
年
長
の
山
元
栄
議
員
が
臨
時
議
長
を
務
め
、

議
長
、
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
議
長
に
山
元
栄
議
員（
新
）、
副
議
長
に
南
部
隆
志
議
員（
新
）が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
し
ま
し
た
。

議　長　山　元　　　栄副議長　南　部　隆　志

就
任
に
あ
た
っ
て

　
議
　
長
　
山
元
　
栄
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【
令
和
４
度
補
正
予
算
】

◎
一
般
会
計（
第
11
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
石
狩
北
部
地
区
消
防
事
務
組

合
負
担
金

△
１
２
３
２
万
円

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金30

万
円

・
公
共
施
設
営
繕
基
金
積
立
金

５
０
０
０
万
円

・
介
護
保
険
特
別
会
計
操
出
金

△
２
１
９
万
円

・

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
操

出
金

70
万
円

・

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

操
出
金

△
２
０
２
万
円

・

出
産
・
子
育
て
応
援
支
援
金

１
８
０
万
円

・

農
地
利
用
効
率
化
等
支
援
交

付
金

４
４
５
万
円

・

村
道
・
公
共
施
設
除
排
雪
業

務
委
託
料

２
５
５
５
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉

△
７
１
３
１
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

42
億
１
２
２
５
円

◎
一
般
会
計（
第
12
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

１
０
０
万
円

・

基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
補

助
金

２
５
７
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉３

５
７
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

42
億
１
５
８
２
円

◎

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
第
２
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付

金

△
３
４
４
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉△

４
７
８
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

７
億
２
５
３
８
万
円

◎
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
浄
化
セ
ン
タ
ー
汚
泥
処
分
料

△
72
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉

△
１
１
０
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

６
８
４
２
万
円

◎
介
護
保
険
特
別
会
計

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

負
担
金

△
７
０
０
万
円

・

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス

給
付
費
負
担
金△

３
０
０
万
円

・

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

負
担
金

５
０
０
万
円

・

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
給

付
費
負
担
金

　

△
３
８
０
万
円

・
第
１
号
通
所
事
業
負
担
金

△
３
４
０
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉

△
１
４
８
７
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

４
億
１
０
６
７
万
円

◎
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

納
付
金

△
１
７
４
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉△

２
０
９
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

６
３
４
０
万
円

◎
新
篠
津
村
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
施
行
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
同

法
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
法
の

施
行
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を

定
め
る
た
め
、
新
た
に
条
例
を

制
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。

◎
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
公
務
員
の
育
児
休
業
等

に
関
す
る
法
律
の
改
正
及
び
地

方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
、

本
条
例
を
全
部
改
正
す
る
も
の

で
あ
る
。

◎
新
篠
津
村
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

新
篠
津
村
に
お
け
る
押
印
等

見
直
し
方
針
に
基
づ
き
、
本
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

◎
新
篠
津
村
議
会
議
員
及
び
新

篠
津
村
長
の
選
挙
に
お
け
る
選

補
正
予
算

定
例
会
の

　　　主な
内
容

令
和
５
年
第
１
回
村
議

会
定
例
会
が
、
３
月
８
日

か
ら
17
日
ま
で
の
10
日
間

の
会
期
を
も
っ
て
招
集
さ

れ
ま
し
た
。

初
日
は
、
村
政
及
び
教

育
行
政
執
行
方
針
の
あ
と
、

補
正
予
算
や
条
例
の
改
正
、

議
委
発
議
な
ど
12
件
を
審

議
し
た
結
果
、
全
て
原
案

の
と
お
り
可
決
し
、
専
決

処
分
を
承
認
し
ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
追
加
の

補
正
予
算
２
件
や
条
例
の

改
正
、
予
算
審
査
特
別
委

員
会
で
審
議
し
た
新
年
度

予
算
５
会
計
を
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
４
人
の
議
員
か

ら
一
般
質
問
を
行
い
ま
し

た
。 第

１
回

　
定
例
会

第
１
回

　
定
例
会

令
和
５
年

条
例
改
正
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挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
に
伴

い
、
選
挙
運
動
用
自
動
車
の
使

用
等
の
公
費
負
担
の
限
度
額
の

引
き
上
げ
を
行
う
た
め
、
本
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

◎
新
篠
津
村
認
可
地
縁
団
体
印

鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

　

民
法
の
改
正
に
伴
い
、
参
考

条
文
の
整
理
を
必
要
と
す
る
た

め
、
本
条
例
を
改
正
す
る
も
の

で
あ
る
。

◎
新
篠
津
村
手
数
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関

す
る
法
律
が
改
正
さ
れ
、
販
売

用
の
犬
の
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ
の

装
着
及
び
登
録
が
義
務
化
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
を
登
録
し
た
犬
の
登
録

手
数
料
を
免
除
す
る
た
め
、
本

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

◎
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
備
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　

地
方
公
務
員
法
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
備

を
行
う
た
め
、
関
係
条
例
の
一

部
改
正
及
び
廃
止
を
す
る
も
の

で
あ
る
。

◎
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

国
家
公
務
員
の
一
般
職
員
の

給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
規

定
に
基
づ
き
、
職
員
の
住
居
手

当
に
関
す
る
規
定
を
改
正
し
、

な
ら
び
に
定
住
を
促
進
す
る
た

め
の
事
項
を
規
定
す
る
も
の
で

あ
る
。

◎
新
篠
津
村
議
会
の
個
人
情
報

の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
必
要
な

事
項
を
定
め
る
た
め
。

◎
令
和
５
年
度
新
篠
津
村
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
教
育
文
化
振
興
基
金
積
立
金

１
０
０
万
円

・
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
給
付
費

２
４
７
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉３

８
５
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

36
億
１
９
８
５
万

◎
新
篠
津
村
監
査
委
員
の
選
任

に
つ
い
て

　

任
期
満
了
に
伴
う
監
査
委
員

に
林　

和
彦
氏
（
新
）
を
選
任

し
た
い
と
の
提
案
が
あ
り
、
こ

れ
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
９
年
４
月
30
日

ま
で
で
す
。

行
政
常
任
委
員
会

委
員
長

大
塚　
裕
樹　

議
員

副
委
員
長

林　
　

和
彦　

議
員

委　
　

員

南
部　
隆
志　

議
員

委　
　

員

高
橋　
隆
光　

議
員

委　
　

員

北
川　
哲
也　

議
員

委　
　

員

竹
村　
清
一　

議
員

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長

高
橋　
隆
光　

議
員

副
委
員
長

北
川　
哲
也　

議
員

委　
　

員

林　
　

和
彦　

議
員

委　
　

員

竹
村　
清
一　

議
員

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

林　
　

和
彦　

議
員

副
委
員
長

竹
村　
清
一　

議
員

委　
　

員

高
橋　
隆
光　

議
員

委　
　

員

北
川　
哲
也　

議
員

補
正
予
算

人
　
　
事

発
　
　
議

林　　和彦　氏

第
１
回
臨
時
会

（
５
月
12
日
）

委
員
会
の
構
成

議
会
日
誌

【
３
月
】

1
日	

新
年
度
予
算
正
副
議
長
説

明

	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

3
日	

予
算
勉
強
会

	

議
員
研
修
会

8
日	

第
１
回
村
議
会
定
例
会

（
～
17
日
）

	

行
政
常
任
委
員
会

	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

12
日	

予
算
審
査
特
別
委
員
会

11
日	

中
学
校
卒
業
式

17
日	

第
１
回
村
議
会
定
例
会

（
最
終
日
）

18
日	

小
学
校
卒
業
式

【
４
月
】

7
日	

小
学
校
入
学
式

	

中
学
校
入
学
式

26
日	

村
観
光
協
会
総
会

	

し
の
つ
湖
安
全
祈
願
祭

【
５
月
】

12
日	

第
１
回
村
議
会
臨
時
会

17
日	

商
工
会
通
常
総
会

23
日	

町
村
議
会
議
長
・
副
議
長

研
修
会	

（
東
京
都
）

	

石
狩
町
村
議
会
議
長
会
臨

時
総
会	

（
東
京
都
）

26
日	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

30
日	

第
２
回
村
議
会
臨
時
会

【
２
月
】

17
日	

村
建
設
協
会
通
常
総
会

20
日	

ま
ち
づ
く
り
総
合
計
画
策

定
審
議
会

24
日	

石
狩
町
村
議
会
議
長
会
定

例
総
会	

（
当
別
町
）
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令和５年度

予算
しんしのつ天文台整備、公園遊具設置など　
観光の振興と子育て環境の充実に向けて

一般会計予算の内容

力強く豊かな産業の息づくまちへ

村税
312,263千円
8.6%

使用料等
178,413千円
 5.0%

国道支出金
528,504千円
 14.6%

村債
311,900千円
8.6 %

地方譲与税
49,320千円
 1.4% 繰入金

231,670千円
 6.4%

繰越金
30,000千円
 0.8%
財産収入 
14,796千円
0.4%

諸収入
97,284千円
 2.7%

地方交付税
1,770,000千円
 48.9 %

地方消費税交付金
78,000千円
 2.2 %

その他交付金
13,850千円
0.4%

【歳出予算構成比】

歳入歳出総額　36億1,600万円
【歳入予算構成比】

議会費
37,264千円
1.0%

予備費
2,000千円
0.1%

総務費
1,124,262千円
31.1%

土木費
355,727千円
9.8%

公債費
432,462千円
12.0%

教育費
376,177千円
10.4%

民生費
594,078千円
16.4%

衛生費
146,004千円
4.0%

商工費
91,646千円
2.5%

農林水産業費
453,380千円
12.5%

諸支出金
3,000千円
0.1%

令和５年度　各会計当初予算

会　　計　　名 予算額（万円） 前年度比（％）

一 　 般 　 会 　 計 ３６億１，６００ △１１．０ 

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ７億６００ △３．３ 

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 ６，７００ ０．０ 

介 護 保 険 特 別 会 計 ４億３，０００ ２．１ 

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 ６，７００ ６．３ 

合　　　　　　計 ４８億８，６００ △８．６ 
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■ 
南
部
委
員 

　

防
災
無
線
戸
別
受
信
機
の
更

新
に
つ
い
て
今
後
の
予
定
は
。

□ 

石
若
総
務
課
参
事 

　

整
備
し
て
か
ら
10
年
以
上
経

過
し
修
理
が
増
え
て
お
り
、
50

台
分
の
更
新
を
す
る
。
将
来
的

に
は
全
体
的
な
更
新
、
ま
た
現

在
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
で
の

情
報
発
信
を
進
め
て
い
る
の
で
、

併
せ
て
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

■ 

大
塚
委
員 

　

天
文
台
は
断
熱
を
し
て
何
年

間
も
快
適
な
状
況
で
管
理
で
き

る
よ
う
な
体
制
に
な
っ
て
い
る

の
か
。
冬
期
間
は
盗
難
な
ど
を

考
慮
し
移
設
し
て
保
管
を
す
る

の
か
。

　

ま
た
、
夜
に
な
る
と
現
地
が

真
っ
暗
な
の
で
、
望
遠
鏡
を
見

る
と
き
は
電
気
を
消
す
と
思
う

が
、
普
段
は
外
灯
な
ど
で
明
る

く
し
て
、
防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
に

よ
る
防
犯
上
の
対
策
を
す
る
予

算
は
計
上
さ
れ
て
い
る
か
。

□ 

中
井
総
務
課
参
事 

　

建
物
の
構
造
は
冬
期
間
の
利

用
を
考
え
て
い
な
く
断
熱
は
考

え
て
い
な
い
。
ま
た
冬
期
間
も

そ
の
ま
ま
設
置
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
カ
バ
ー
な
ど
保
護
す
る

も
の
を
し
て
、
し
っ
か
り
と
保

護
を
す
る
。

　

防
犯
設
備
の
予
算
は
見
込
ん

で
い
な
い
が
、
設
計
段
階
で
外

灯
を
付
け
る
と
か
、
防
犯
対
策

な
ど
組
み
込
ん
で
い
け
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

■ 

高
橋
隆
光
委
員 

　

村
顧
問
弁
護
士
へ
の
相
談
に

つ
い
て
、
村
民
が
弁
護
士
と
つ

な
が
る
時
に
村
は
ど
の
よ
う
に

誘
導
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
広
報
紙
で
の
周
知
の

記
事
が
何
十
年
も
変
わ
っ
て
い

な
い
の
で
、
一
年
に
一
回
で
も

き
め
細
か
な
記
事
は
で
き
な
い

か
。

□ 

石
若
総
務
課
参
事 

　

お
困
り
の
村
民
の
方
が
い
た

時
に
顧
問
弁
護
士
の
連
絡
先
を

教
え
て
直
接
弁
護
士
に
相
談
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

毎
月
お
知
ら
せ
記
事
に
し
て

い
る
が
、
読
み
流
し
て
い
る
こ

と
も
想
定
さ
れ
、
そ
れ
で
問
い

合
わ
せ
が
来
る
と
い
っ
た
こ
と

に
も
な
る
の
で
、
皆
様
に
周
知

で
き
る
方
法
を
考
え
て
い
く
。

■ 

藤
永
委
員 

　

出
産
祝
金
の
過
去
の
実
績
は
。

　

ま
た
、
効
果
が
で
て
い
な
い

の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。
本
村

で
も
異
次
元
の
少
子
化
対
策
が

必
要
で
は
な
い
か
。

□ 

吉
田
住
民
課
長 

　

令
和
３
年
度
は
、
14
件
105
万

円
。
令
和
４
年
度
２
月
現
在
で
、

12
件
80
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
本
村
の
子
育
て
対

策
は
色
々
な
施
策
を
組
み
合
わ

せ
な
が
ら
対
応
し
て
お
り
、
例

え
ば
出
産
祝
金
だ
け
を
高
額
に

し
て
も
出
産
件
数
は
増
え
な
い

と
思
う
。

　

ま
た
、
制
度
を
変
え
金
額
を

途
中
で
変
更
す
る
こ
と
は
、
こ

れ
ま
で
受
け
た
方
は
不
公
平
に

感
じ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。

一
般
会
計
ほ
か
４
特
別
会
計
の
予
算
を
審
議

■
予
算
審
査
特
別
委
員
会

令
和
５
年
度
予
算

総

　務

　費

髙橋　孝志 委員長

　令和５年第１回村議会定例会初日（８日）に付
託された令和５年度新篠津村各会計歳入歳出予算
案は、予算審査特別委員会（委員長 髙橋孝志、副
委員長 大塚裕樹）を設置し、３月10日に審査を行
いました。17日に再開された本議会において審査
報告を行った結果、同委員会の決定のとおり各会
計予算は原案どおり可決されました。
　主な質疑の内容は次のとおりです。
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■ 

林
委
員 

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
利
用
状
況

が
例
年
変
わ
ら
な
い
状
態
が
続

い
て
い
る
、
も
う
少
し
伸
び
て

も
よ
い
の
で
は
。

　

も
っ
と
使
い
や
す
く
な
れ
ば
、

免
許
返
納
で
い
た
だ
く
チ
ケ
ッ

ト
の
活
用
も
増
え
る
の
で
は
と

思
う
が
。

□ 

吉
田
住
民
課
長 

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
極
端
に
利

用
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
現
状

の
な
か
で
、
令
和
５
年
か
ら
は

イ
ベ
ン
ト
の
復
活
な
ど
を
考
え

て
い
る
。

　

市
街
ま
で
の
利
用
を
呼
び
掛

け
る
広
報
等
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

■ 

林
委
員 

　

冬
期
間
資
源
ご
み
を
３
カ
月

間
も
回
収
し
な
い
の
は
辛
い
と

い
う
意
見
を
聞
い
て
い
る
。

　

今
後
変
更
す
る
予
定
は
な
い

の
か
。

□ 

吉
田
住
民
課
長 

　

経
緯
が
あ
り
そ
の
よ
う
な
こ

と
に
な
っ
て
い
る
か
と
思
う
。

　

冬
期
間
収
集
し
な
い
の
は
不

便
で
あ
る
と
思
う
の
で
今
後
、

業
者
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
な
が

ら
最
低
月
一
で
も
回
収
で
き
る

よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

■ 

大
塚
委
員 

　

コ
コ
ナ
ラ
（
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー
加
工
実
習
施
設
）
を
活
用

し
て
い
く
な
か
で
、
施
設
に
対

す
る
ソ
フ
ト
的
な
予
算
は
ど
れ

く
ら
い
な
の
か
。

□ 

金
兵
産
業
建
設
課
長 

　

施
設
管
理
費
と
し
て
光
熱
水

費
し
か
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　

ソ
フ
ト
関
係
と
し
て
は
、
各

教
室
や
事
業
に
関
し
て
の
経
費

は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
負
担
し

て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る

の
で
予
算
計
上
し
て
い
な
い
。

■ 

山
元
委
員 

　

し
の
つ
公
園
展
望
台
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
照
明
改
修
工
事
は
、
ど

の
よ
う
な
形
で
の
工
事
を
考
え

て
い
る
の
か
。

□ 

東
産
業
建
設
課
参
事 

　

柱
の
ほ
う
も
傷
ん
で
い
る
部

分
も
あ
り
併
せ
て
交
換
し
、
２

基
の
照
明
灯
の
設
置
を
予
定
し

て
い
る
。

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
時
間
は
キ
ャ

ン
プ
場
利
用
者
の
こ
と
も
あ
る

の
で
午
後
８
時
か
午
後
９
時
ま

で
に
す
る
こ
と
で
調
整
を
し
て

進
め
て
い
き
た
い
。

■ 

南
部
委
員 

　

公
共
施
設
屋
上
防
水
改
修
工

事
の
実
施
場
所
は
。

　

ま
た
、
計
画
的
に
実
施
し
て

い
る
の
か
。

□ 

東
産
業
建
設
課
参
事 

　

計
画
的
に
実
施
し
て
お
り
、

実
施
場
所
は
、
メ
ゾ
ン
Ａ
棟
Ｂ

棟
の
２
棟
と
保
健
セ
ン
タ
ー
の

屋
上
防
水
工
事
、
メ
ゾ
ン
は
足

場
を
つ
け
る
の
で
外
壁
補
修
と

塗
装
工
事
、
保
健
セ
ン
タ
ー
は

タ
イ
ル
の
ひ
び
割
れ
や
欠
落
箇

所
の
補
修
を
考
え
て
い
る
。

■ 

大
塚
委
員 

　

運
動
公
園
に
設
置
す
る
遊
具

に
つ
い
て
、
今
後
、
Ａ
案
～
Ｃ

案
な
ど
住
民
の
意
見
を
聞
く
と

し
て
い
る
が
、
こ
れ
で
住
民
が

希
望
し
て
い
る
も
の
と
い
え
る

の
か
。

□ 

窪
田
教
育
次
長 

　

今
回
の
予
算
計
上
は
、
既
存

遊
具
の
移
設
、
新
規
遊
具
の
設

置
を
含
め
た
内
容
と
な
っ
て
い

る
。

　

遊
具
の
対
象
年
齢
は
３
歳
こ

ろ
か
ら
12
歳
ま
で
に
合
わ
せ
た
、

兄
弟
そ
ろ
っ
て
遊
ぶ
こ
と
が
で

き
る
遊
具
と
い
う
こ
と
で
、
保

護
者
の
要
望
に
叶
う
も
の
に
な

る
の
で
は
と
考
え
て
い
る
。

■ 

南
部
委
員 

　

国
保
税
の
滞
納
が
非
常
に
多

い
よ
う
だ
が
、
実
態
と
対
応
方

法
は
、
今
後
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
く
の
か
。

□ 

岡
総
務
課
主
幹 

　

税
務
担
当
で
徴
収
し
て
い
る

村
税
４
税
の
中
で
最
も
滞
納
が

多
い
の
が
国
保
税
。

　

令
和
４
年
度
の
滞
納
調
定
額

は
４
税
で
約
１
５
０
０
万
円
。

う
ち
国
保
税
が
１
１
７
７
万
円

と
な
っ
た
。

　

不
納
欠
損
に
陥
る
ケ
ー
ス
も

あ
る
が
、
差
し
押
さ
え
を
実
行

す
る
場
合
も
生
活
水
準
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

短
期
保
険
証
、
保
険
証
の
発

行
停
止
な
ど
住
民
課
と
連
携
し

て
対
応
し
て
い
る
。

衛

　生

　費

農
林
水
産
業
費

民

　生

　費

教

　育

　費

土

　木

　費

一
般
会
計
歳
入
全
般
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○
高
橋
隆
光
議
員　
質
問

本
村
に
は
過
去
に
生
鮮
食

料
品
な
ど
を
扱
う
「
ス
ー
パ
ー

や
ま
た
か
」
や
「
い
わ
た
ス
ト

ア
ー
」
な
ど
数
店
舗
が
営
業
を

し
て
い
た
が
、
人
口
減
少
や
郊

外
の
大
型
店
進
出
な
ど
が
影
響

し
て
か
、
全
て
の
店
舗
が
閉
店

し
、
現
在
、
本
村
に
は
ホ
ク
レ

ン
シ
ョ
ッ
プ
一
店
舗
し
か
営
業

し
て
い
な
い
。

過
疎
化
や
高
齢
化
が
進
む

本
村
で
、
万
が
一
ホ
ク
レ
ン

シ
ョ
ッ
プ
の
撤
退
が
現
実
に
起

こ
る
と
、
日
々
の
生
活
を
支
え

る
基
盤
で
あ
る
村
民
の
命
に
関

わ
る
食
の
イ
ン
フ
ラ
が
失
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
。

車
な
ど
自
ら
の
交
通
手
段
を

持
た
な
い
お
年
寄
り
な
ど
が
、

公
共
交
通
を
使
い
長
時
間
か
け

て
買
物
を
す
る
姿
は
、
想
像
に

は
値
し
な
い
。

ま
た
、
移
住
定
住
対
策
に
も

買
い
物
の
利
便
性
が
重
要
で
あ

り
、
人
口
増
を
図
る
う
え
で
の

対
策
と
し
て
、
不
安
や
疑
問
が

残
ら
な
い
食
の
イ
ン
フ
ラ
に
つ

い
て
、
常
に
念
頭
に
置
く
べ
き

施
策
だ
と
思
う
。

過
疎
化
や
高
齢
化
が
進
む
な

か
で
、
村
内
の
食
の
イ
ン
フ
ラ

に
つ
い
て
石
塚
村
長
は
、
普
段

か
ら
ど
の
よ
う
に
思
い
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

村
内
に
は
現
在
２
件
の
コ
ン

　令和５年第１回村議会定例会が３月８日から17日の10日間の日程で開催され、議会最終日に４人の
議員が一般質問し、石塚村長、荒谷教育長、北野農業委員会会長に答弁を求めました。（紙面の都合上、
要約し掲載しています。）

村政のここが聞きたい
～４人の議員から７項目を問う～

一般
質問

一般
質問

高橋　隆光 議員

１　高橋　隆光　議員
　①食のインフラについて
　②ゴミ袋の価格改定について

２　南部　隆志　議員
　①新型コロナ５類へ変更に伴い、今後の対応について
　②すこやかクリニック建て替えについて

３　大塚　裕樹　議員
　①人・農地プラン見直し後の「目標地図」について
　②新たな「青空まつり実行委員会」の在り方について

４　髙井　博美　議員
　①社会教育（スポーツ活動）について

村内の食のインフラは

　　村が守るべきではないか

住民生活を守るため

　　　状況を注視し検討する

Q

A
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ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
も
あ
る
が
、

日
常
的
な
生
鮮
食
料
品
を
扱
う

店
と
し
て
、
先
ず
は
現
在
の
買

物
環
境
の
維
持
、
具
体
的
に
は

ホ
ク
レ
ン
シ
ョ
ッ
プ
の
維
持
継

続
に
努
め
て
頂
く
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
お
り
、
そ
の
た
め

に
行
政
と
し
て
で
き
る
支
援
に

つ
い
て
協
議
検
討
を
し
て
い
く

事
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。

行
政
と
し
て
住
民
生
活
を
守

る
た
め
に
も
、
そ
の
様
な
状
況

と
な
る
事
も
想
定
し
た
中
で
、

将
来
に
向
け
て
は
、
全
国
や
道

内
の
各
地
域
で
取
り
組
ま
れ
て

い
る
買
物
環
境
対
策
を
参
考
と

し
な
が
ら
、
本
村
の
実
情
に

合
っ
た
対
策
に
つ
い
て
、
状
況

を
注
視
し
な
が
ら
必
要
な
時
期

に
検
討
を
進
め
て
い
く
。

○
高
橋
隆
光
議
員　
質
問

昨
年
の
予
算
特
別
委
員
会
で
、

村
長
か
ら
他
の
手
数
料
を
含
め

今
後
、
検
討
委
員
会
等
で
検
討

し
て
い
く
と
答
弁
さ
れ
た
が
、

そ
の
検
討
結
果
が
報
告
さ
れ
な

い
ま
ま
一
年
が
経
過
し
た
。

　

家
庭
ご
み
の
有
料
化
は
１
９

９
０
年
代
後
半
か
ら
２
０
０
０

年
代
前
半
に
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

の
規
制
が
強
化
さ
れ
、
ご
み
焼

却
施
設
の
建
て
替
え
等
に
よ
る

財
政
難
が
影
響
し
た
も
の
だ
と

さ
れ
て
い
る
。

ほ
ぼ
25
年
経
過
し
、
ゴ
ミ
減

量
の
意
識
づ
け
を
図
り
な
が
ら
、

村
長
が
言
う
と
こ
ろ
の
村
民
の

満
足
度
・
幸
福
度
を
上
げ
る
た

め
、
物
価
高
騰
の
な
か
、
低
所

得
者
層
の
支
援
に
も
な
る
の
で
、

ご
み
袋
の
価
格
を
１
リ
ッ
ト
ル

２
円
か
ら
１
円
に
、
若
し
く
は

ご
み
袋
の
価
格
を
無
料
に
し
て

は
ど
う
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

本
村
は
、
江
別
市
の
一
般
廃

棄
物
焼
却
施
設
を
利
用
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
立
場
で
あ
り
、

江
別
市
民
と
同
じ
と
な
る
よ
う

に
ご
み
袋
の
価
格
設
定
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
江
別
市
民
の
受
容

性
に
配
慮
す
る
こ
と
が
適
切
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
で
あ

り
、
や
は
り
、
江
別
市
の
施
設

を
利
用
し
て
、
隣
の
新
篠
津
村

民
だ
け
、
半
額
の
１
リ
ッ
ト
ル

１
円
、
若
し
く
は
無
料
と
い
っ

た
地
域
格
差
が
あ
っ
た
場
合
、

江
別
市
民
は
不
公
平
に
感
じ
、

不
法
投
棄
や
不
適
正
排
出
を
誘

発
す
る
懸
念
が
出
て
く
る
。

江
別
市
民
の
受
容
性
に
配
慮

し
、
今
後
も
江
別
市
と
同
じ
、

ご
み
の
有
料
化
制
度
と
な
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

○
南
部
議
員　
質
問

５
月
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
を
２
類
か
ら
５
類
に
移
行
す

る
と
し
、
３
月
、
学
校
の
卒
業

式
の
マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て
は

自
主
判
断
で
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え

て
、
今
後
、
役
場
を
始
め
、
関

連
施
設
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

対
応
考
え
て
い
る
の
か
。

　
○
石
塚
村
長　
答
弁

５
月
８
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
法
上

の
位
置
付
け
が
５
類
感
染
症
と

な
る
こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
前

の
日
常
的
な
生
活
に
戻
し
、
社

会
経
済
活
動
の
正
常
化
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
が
完

全
に
終
息
し
て
い
る
状
況
で
は

な
く
、
道
内
や
村
内
の
感
染
状

況
を
見
極
め
、
当
面
の
間
は
、

役
場
か
関
連
施
設
の
感
染
症
対

策
を
継
続
し
、
職
員
に
は
、
場

に
応
じ
た
マ
ス
ク
の
着
用
や
、

不
特
定
多
数
の
人
が
い
る
場
で

は
、
換
気
と
三
密
の
回
避
な
ど

を
継
続
す
る
よ
う
求
め
て
い
き
、

終
息
と
と
も
に
感
染
対
策
の
緩

和
を
図
る
。

ま
た
、
新
た
な
変
異
株
が
出

現
し
感
染
対
策
が
必
要
と
な
れ

ば
、
村
の
対
策
本
部
会
議
を
開

催
し
村
の
施
設
の
対
応
等
を
検

討
し
て
い
く
。

ごみ袋を値下げするか

　　　無料にしてはどうか

江別市と同じ有料化

　制度となるよう取り組む

Q

A

日常的な生鮮食料品を取り扱うホクレ
ンショップ新篠津店

一般
質問

南部　隆志 議員

新型コロナ５類に移行で

　　　　対応はどう変わるのか

社会経済活動の正常化

　　　　　　目指して行きたい

Q

A
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○
南
部
議
員　
質
問

老
朽
化
し
た
「
す
こ
や
か
ク

リ
ニ
ッ
ク
」
建
て
替
え
に
つ
い

て
、
昨
年
春
に
「
医
療
法
人
す

こ
や
か
」
か
ら
、
自
主
に
よ
る

建
て
替
え
の
申
し
出
が
あ
り
安

堵
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
令
和
７
年

ま
で
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置

義
務
化
を
前
に
施
工
す
る
と
の

報
告
の
み
受
け
て
い
る
が
、
現

在
の
進
捗
状
況
、
今
後
の
建
設

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
把
握
し
て
い

る
の
か
。

ま
た
、
そ
の
後
の
運
営
管
理

等
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

今
年
度
、
村
で
建
替
え
に
必

要
と
な
る
土
地
の
分
筆
登
記
を

行
い
、
新
ク
リ
ニ
ッ
ク
建
設
の

た
め
の
用
地
を
確
定
さ
せ
、
村

地
域
医
療
促
進
条
例
に
基
づ
き

無
償
貸
付
で
土
地
使
用
貸
借
契

約
を
行
っ
た
。

現
在
、
基
本
計
画
書
を
策
定

中
で
あ
る
「
医
療
法
人
す
こ
や

か
」
か
ら
は
、
今
年
の
７
月
か

ら
基
本
設
計
書
、
10
月
か
ら
実

施
設
計
書
を
作
成
し
、
令
和
６

年
４
月
か
ら
着
工
し
て
、
令
和

７
年
３
月
に
工
事
を
完
了
す
る

計
画
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
、
地
域
医
療
を
確

保
す
る
た
め
、
電
気
代
や
灯
油

代
、
有
床
診
療
の
24
時
間
体
制

を
維
持
す
る
た
め
の
補
助
金
等

を
村
か
ら
援
助
し
て
い
る
。

新
設
に
よ
っ
て
、
建
物
の
所

有
者
が
村
か
ら
「
医
療
法
人
す

こ
や
か
」
に
変
更
と
な
っ
て
も

村
唯
一
の
医
療
機
関
で
あ
り
、

人
口
減
少
対
策
と
し
て
も
地
域

医
療
の
確
保
は
必
要
と
な
る
の

で
、
新
設
後
も
村
地
域
医
療
促

進
条
例
に
基
づ
き
、
必
要
と
な

る
費
用
等
の
援
助
・
協
力
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

○
大
塚
議
員　
質
問

農
林
水
産
省
か
ら
「
人
・
農

地
な
ど
関
連
施
策
の
見
直
し
に

つ
い
て
」が
公
表
さ
れ
、
市
町
村

は
10
年
後
に
目
指
す
べ
き
農
地

の
効
率
的
・
総
合
的
な
利
用
の

姿
を
明
確
化
す
る
「
目
標
地
図
」

を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

農
業
委
員
会
は
、
地
域
内
の

農
地
の
出
し
手
・
受
け
手
等
の
情

報
を
収
集
し
、
農
地
バ
ン
ク
等

の
関
係
機
関
と
ワ
ン
チ
ー
ム
と

な
っ
て
、「
目
標
地
図
」の
原
案
を

作
成
し
、市
町
村
が
最
終
的
に
決

定
す
る
。ま
た
、文
書
で
は
と

り
わ
け
農
業
委
員
会
が
果
た
す

役
割
は
重
要
と
書
か
れ
て
い
る
。

今
ま
で
に
な
い
取
組
に
な
る

と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め

て
行
く
の
か
農
業
委
員
会
会
長

の
考
え
を
伺
い
た
い
。

○
北
野
農
業
委
員
会
長　
答
弁

目
標
地
図
は
10
年
後
の
集
積

率
を
高
め
る
べ
く
作
成
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
北
海
道
が
求
め

る
基
準
と
し
て
の
集
積
率
は

70
％
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
本

村
は
す
で
に
99
・
57
％
と
超
え

て
い
る
。
ま
た
農
業
者
の
平
均

年
齢
は
50
歳
、
過
去
５
年
間
の

平
均
で
１
年
に
約
６
名
の
新
規

就
農
と
い
う
実
態
か
ら
目
標
地

図
は
現
状
維
持
す
る
地
図
に
な

る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
少
な
い
と
は
い
え

70
歳
を
超
え
る
後
継
者
の
い
な

い
農
業
者
は
10
年
先
を
考
え
る

と
離
農
を
選
択
、
次
世
代
に
引

き
継
が
れ
る
農
地
は
必
ず
発
生

し
て
い
く
。

地
域
計
画
策
定
後
も
、
村
や

農
業
委
員
会
な
ど
で
随
時
実
態

に
合
っ
た
新
し
い
も
の
に
更
新

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
、
地
域
の
現
役
世
代
の
農

業
者
や
将
来
を
担
う
若
手
農
業

者
へ
の
声
掛
け
意
向
把
握
な
ど

の
情
報
を
農
業
委
員
と
共
有
し

な
が
ら
、
農
業
委
員
会
が
で
き

る
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
く
。

○
大
塚
議
員　
質
問

こ
れ
ま
で
青
空
ま
つ
り
は
、

自
治
区
が
中
心
に
な
っ
て
実
行

すこやかクリニック

　　　建替えの進捗状況は

令和６年４月に着工し

　令和７年３月完成と聞く

Q

A

一般
質問

大塚　裕樹 議員

目標地図の原案作成を

　どのように進めていくか

集積率や就農実態から

　現状維持する地図となる

Q

A

青空まつりの在り方の

　　議論と変革はないのか

地域コミュニティを崩さず

　　　祭づくりを進めたい

Q

A
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委
員
会
体
制
で
行
わ
れ
て
き
た

が
、
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
地
域
の
農
家
の
方
々

も
面
積
が
拡
大
し
複
合
経
営
も

進
み
、
な
か
な
か
自
治
区
の
行

事
に
協
力
し
て
く
れ
る
方
も
激

減
し
て
き
て
い
る
。

お
祭
り
は
、
地
域
の
歴
史
と

伝
統
で
受
け
継
ぐ
と
こ
ろ
が
多

い
な
か
、
自
治
区
自
治
会
と
し

て
村
の
お
祭
り
を
運
営
す
る
形

は
、
逆
に
言
う
と
珍
し
い
取
組

で
あ
っ
た
が
、
時
代
と
と
も
に

続
け
て
行
く
こ
と
が
非
常
に
困

難
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。

今
年
度
も
含
め
て「
青
空
ま
つ

り
」の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
し

て
変
革
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た

村
民
主
体
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
形
を
で
き
る
だ
け
崩

す
こ
と
な
く
祭
り
づ
く
り
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
自

治
区
自
治
会
と
し
て
の
運
営
に

お
い
て
負
担
と
感
じ
て
い
る
部

分
に
つ
い
て
は
、
今
年
の
青
空

ま
つ
り
に
向
け
て
検
証
を
加
え
、

役
場
や
農
協
、
商
工
会
な
ど
の

各
関
係
機
関
や
団
体
が
担
え
る

事
を
整
理
し
、
こ
の
村
に
住
む

人
の
た
め
の
祭
り
づ
く
り
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
村
は
人
口
減
少
が
進
む
小

規
模
自
治
体
で
は
あ
る
が
、
地

域
住
民
の
繋
が
り
を
衰
退
さ
せ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
行
政
と

し
て
や
る
べ
き
役
割
、
そ
し
て

住
民
が
主
体
と
な
る
ま
ち
づ
く

り
へ
の
取
り
組
み
が
大
切
で
あ

り
る
と
考
え
て
い
る
。

祭
り
は
本
来
、
地
域
住
民
が

つ
く
り
、
地
域
住
民
が
楽
し
む

べ
き
行
事
で
あ
る
と
思
っ
て
い

る
の
で
、
今
年
開
催
を
目
指
す

青
空
ま
つ
り
に
向
け
、
地
域
の

ご
意
見
を
踏
ま
え
取
り
組
み
方

な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

○
髙
井
議
員　
質
問

村
は
少
子
化
対
策
の
一
環
と

し
て
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を

掲
げ
て
お
り
、
医
療
費
の
助
成
、

子
育
て
世
帯
へ
の
経
済
的
支
援

等
い
ろ
い
ろ
な
対
策
を
行
っ
て

い
る
。

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
こ
れ

か
ら
の
村
の
子
ど
も
た
ち
の
数

は
年
々
減
少
し
、
ス
ポ
ー
ツ
活

動
、
特
に
団
体
ス
ポ
ー
ツ
の
維

持
が
厳
し
く
な
っ
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

村
と
し
て
は
子
ど
も
た
ち
の

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
を
減
少

さ
せ
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。

中
学
校
の
部
活
は
、
団
体
競

技
を
な
く
し
個
人
競
技
だ
け
行

な
う
状
況
が
地
方
へ
行
け
ば
多

数
見
受
け
ら
れ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
を

す
る
機
会
を
な
く
さ
な
い
対
策

を
今
か
ら
考
慮
す
べ
き
で
な
い

か
と
思
う
が
、
教
育
長
の
考
え

を
伺
い
た
い
。

○
荒
谷
教
育
長　
答
弁

昨
年
11
月
の
中
学
生
に
よ
る

政
策
提
案
会
を
受
け
、
三
世
代

が
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、

夏
季
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
や
水

泳
・
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
と

も
に
、
冬
季
の
健
康
づ
く
り
ス

ポ
ー
ツ
を
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
森
林
環
境

税
の
市
町
村
へ
の
譲
与
税
を
活

用
で
き
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥

の
「
モ
ル
ッ
ク
」
を
最
有
力
種

目
と
考
え
て
お
り
、
今
後
に
お

い
て
ス
ポ
ー
ツ
推
進
員
な
ど
関

係
団
体
と
協
議
・
視
察
等
を
重

ね
て
、
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
同

様
に
、
地
域
に
根
づ
い
て
い
く

健
康
づ
く
り
ス
ポ
ー
ツ
を
創
出

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
後
に
お
い
て
、
部
活
動
の

地
域
移
行
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
づ

く
り
ス
ポ
ー
ツ
の
二
つ
の
視
点

を
も
っ
て
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

環
境
を
抜
本
的
に
見
直
し
、
各

種
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
後
継
者

育
成
な
ど
を
支
援
・
整
備
し
て

い
く
こ
と
を
喫
緊
の
課
題
と
し

て
検
討
し
て
い
く
。

一般
質問

髙井　博美 議員

スポーツの機会減少させない

　　　 　子どもたちへの対応を

地域のスポーツ環境を

　　　　 抜本的に見直していく

Q

A

キッズダンスを披露する子どもたち（写真
は令和元年に行われた青空まつり）

モルックを最有力種目として健康づくりス
ポーツを創出したいと語る荒谷教育長
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議
会
通
信
し
ん
し
の
つ　

（
令
和
５
年
６
月
１
日
発
行
）

　

５
月
か
ら
議
会
広
報
特
別
委
員

会
の
委
員
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
村
民
の
皆
さ
ま

に
分
か
り
や
す
く
、
親
し
み
の
あ

る
議
会
通
信
の
発
行
を
目
指
し
て

努
力
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

林　
　
　

和　

彦

副
委
員
長　



竹　

村　

清　

一

委　
　

員　



高　

橋　

隆　

光

委　
　

員　



北　

川　

哲　

也

議　
　

長　



山　

元　
　
　

栄

令和５年 第２回定例会のお知らせ

　６月19日（月）
～６月23日（金）予定　

発
行
／
新
篠
津
村
議
会　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会　

　
☎（
０
１
２
６
）　　
　

住
所
／
北
海
道
石
狩
郡
新
篠
津
村
第
47
線
北
13
番
地　
　

５
７-

２
１
１
１

どなたでも傍聴でき
ます。
皆さんのご来庁を
お待ちしております。

令和４年度議員研修会
　令和４年度新篠津村議会議員研修会を３月
３日、教育委員、村住民課・教育委員会・社
会福祉協議会の職員にも参加を呼びかけ開催
しました。
　講師に厚真町教育委員会生涯学習課社会教
育グループ斉藤烈主任を招き、「子どもの主
体性を養うための手法」をテーマに講演をし
ていただきました。

たっぷの湯研修室で開催した議員研修会主催者挨拶をする藤永康夫議長


